
第三種郵便物認可　平成17年５月１日（日曜日）中小企業タイムズ（3）

　平成17年4月以降は、当座預金や利息のつかない普通預金は「決済用預金」として全額
保護され、定期預金や利息のつく普通預金などは、１金融機関につき預金者一人当たり、
元本１千万円までとその利息等が保護されます。

決済用預金はどのような預金ですか？

　決済用預金は「無利息、要求払い、決済サービスを提供できること」という３
要件を満たすもので、例えば、当座預金や利息のつかない普通預金が該当します。
　平成17年4月のペイオフ全面解禁後も、預金保険制度により全額保護される
預金です。

預金保護の対象となっている預金等にはどのようなものがありますか？

・当座預金・普通預金・別段預金・定期預金・通知預金・納税準備預金
・貯蓄預金・定期積金・掛け金・元本補てん契約のある金銭信託（ビッグ等の貸
付信託を含む）・金融債（ワイド等の保護預り専用商品に限る）・財形貯蓄決済
用預金以外の保護対象預金等（一般預金等といいます）は１金融機関１人当
たり、合算して1,000万円までとその利息等（定期積金の給付補てん金、金銭
信託における収益の分配等を含みます）が保護されます。なお、1,000万円を
超える部分であっても破たんした金融機関の財産の状況に応じて支払われ
ます（一部カットされる場合があります）

預金保護の対象となっていない預金等にはどのようなものがありますか？

　対照となっていない預金等は以下のとおりです。
・外貨預金・他人、架空名義預金・譲渡性預金・オフショア預金・日本銀行からの
預金（国庫金を除く）・金融機関からの預金（確定拠出年金の積立金の運用部
分を除く）・預金保険機構からの預金・無記名預金・導入預金・元本補てん契約
のない金銭信託（ヒット等）・金融債（保護預かり専用商品以外のもの） 
なお、保護されない預金等であっても破たんした金融機関の財産の状況に応
じて支払われます（１部カットされる場合があります）

保護される預金金額は、金融機関が合併したらどうなるのですか？

　平成15年４月以降に金融機関が合併等を行ったり、営業（事業）のすべてを
譲り受けた場合には、合併等の後１年間に限って、保護される預金等金額の範
囲を、「預金者１人当たり1,000万円×合併等に関わった金融機関の数（例えば、
２行合併の場合は、1,000万円×２＝2,000万円）までとその利息」とする特例
が設けられています。（仮に過去１年間に何度も合併等を行っている場合には、
最後の合併等に関わった金融機関の数でこの特例の計算をします。

預金保険制度
とは？
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 調査対象の50業界のＤＩ値は、製造業においては、「売上高」は悪化、
「収益状況」はやや回復、非製造業においては、３指標ともやや回復し、
全体としては「業界の景況」「収益状況」 がやや回復した。
　一部の企業においては好況感も見られるが、原油価格の高騰の直接・
間接の影響による経費の増加とそれに伴う運転資金 の増加による資
金繰りへの影響により中小企業の経営は一段と厳しくなっており、全
産業において企業間格差がますます拡大している。

景況情報
山梨県中小企業団体中央会

情報連絡員報告
（平成17年 ３月分）
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受
注
物
件
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
た
め
、全
体
的
に
は
下
降
し
て
い
ま
す
。

　
受
注
単
価
に
つ
い
て
は
、鋼
材
費
が
上
昇
し
て
い
る
た
め
、加
工
費
が
圧
縮
さ
れ

減
少
傾
向
に
あ
り
、全
体
的
に
単
価
が
適
正
単
価
に
は
ほ
ど
遠
い
状
況
に
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、鋼
材
購
入
の
た
め
の
立
替
払
い
の
上
昇
に
よ
り
財
政
が
圧
迫
さ
れ
て
い
る

組
合
員
の
声
も
耳
に
し
ま
す
。

　
そ
の
他
、一
般
的
に
建
築
物
の
計
画
は
四
月
か
ら
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

す
。そ
の
た
め
、当
業
界
が
実
際
に
受
注
す
る
の
が
夏
頃
か
ら
年
末
に
掛
け
て
ま
と

め
て
く
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、年
間
を
通
し
て
バ
ラ
ン
ス
良
く
受
注
が
で
き
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
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現
在
、経
営
近
代
化
委
員
会
、教
育
技
術
安
全
委
員
会
、調
査
情
報
相
互
委
員
会
と

三
つ
の
委
員
会
を
毎
月
一
回
づ
つ
開
催
し
、業
界
の
情
報
収
集
並
び
に
適
正
化
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
組
合
事
業
と
し
て
は
、見
積
作
成
の
経
費
削
減
の
た
め
、組
合
事
務
局
の
シ
ス
テ

ム
を
利
用
し
た
共
同
積
算
事
業
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、組
合
員
企
業
の
品
質
向
上
及
び
平
準
化
を
図
る
た
め
、全
国
鐵
構
工
業
協

会
に
よ
る
工
場
認
定
制
度
に
全
て
の
組
合
員
が
認
定
さ
れ
る
よ
う
呼
び
か
け
を
行

っ
て
い
ま
す
。︵
現
在
は
二
九
社
が
認
定
︶

　
左
記
の
認
定
制
度
は
上
か
ら
、Ｓ︵
ス
ー
パ
ー
︶Ｈ︵
ハ
イ
︶Ｍ︵
ミ
ド
ル
︶Ｒ︵
レ
ギ

ュ
ラ
ー
︶Ｊ︵
ジ
ュ
ニ
ア
︶五
つ
の
ラ
ン
ク
に
分
か
れ
て
お
り
、こ
の
ラ
ン
ク
が
受
注

条
件
に
な
っ
て
い
る
物
件
も
発
生
し
て
き

て
い
る
た
め
、少
し
で
も
早
く
対
応
す
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

後
継
者
問
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後
継
者
問
題
に
つ
い
て
は
？

　
現
在
組
合
青
年
部
に
二
九
社
と
組
合
員

の
半
数
が
加
入
し
て
お
り
後
継
者
問
題
は

あ
ま
り
無
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

趣
味
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？

趣
味
は
？

　
二
週
間
に
一
回
は
映
画
を
見
に
行
っ
て

い
ま
す
。
や
は
り
大
画
面
で
見
る
と
、
テ
レ

ビ
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ぐ
ら
い
迫

力
が
あ
り
ま
す
ね
。

　
ま
た
、無
尽
会
や
業
界
内
の
有
志
の
方
々

と
旅
行
も
楽
し
み
に
行
っ
て
い
ま
す
。

□
業
界
か
ら
一
言

■
製
造
業

○
食
料
品
製
造
／
洋
菓
子
関
連
は
、

国
内
向
け
贈
答
用
が
低
調
の
た
め
、

前
年
比
二
％
減
。水
産
物
加
工
は
、

結
婚
披
露
宴
用
食
材
部
門
が
好
調

で
前
年
比
十
八
％
増
。

○
繊
維
・
同
製
品
／
傘
地
は
、デ
パ

ー
ト
へ
の
春
物
の
納
入
に
よ
り
売

上
増
だ
が
、
原
材
料
等
の
値
上
げ

の
影
響
で
収
益
が
悪
化
。
ネ
ク
タ

イ
製
造
は
、企
業
間
格
差
が
拡
大
。

服
地
は
、
秋
冬
物
の
打
合
せ
や
サ

ン
プ
ル
作
成
で
多
忙
だ
が
、
春
夏

物
は
低
調
。

木
材
木
製
品
／
流
通
部
門
の
販
売

量
・
仕
入
量
は
微
増
。
製
造
・
流
通

部
門
と
も
販
売
・
仕
入
価
格
は
不

変
だ
が
、上
向
き
の
業
者
も
あ
る
。

素
材
価
格
は
、
下
げ
止
ま
り
感
が

あ
る
が
、
全
体
的
に
は
価
格
が
伸

び
ず
苦
況
。

○
紙
・
紙
加
工
品
／
原
油
価
格
の

上
昇
と
国
際
パ
ル
プ
市
場
の
上
昇

に
よ
り
、
今
後
の
収
益
へ
の
圧
迫

は
必
至
。

○
印
刷
／
前
年
比
減
で
あ
る
が
、

例
年
同
様
、
三
月
の
売
上
高
は
年

間
最
高
の
実
績
。

○
窯
業
土
石
製
品
／
生
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
出
荷
量
は
、前
年
比
減
、年

間
全
体
で
は
二
〇
％
減
。
治
山
や

堰
堤
な
ど
の
公
共

土
木
物
件
の
減
少

に
加
え
、民
間
設
備

投
資
の
減
少
が
大

き
な
要
因
。

○
鉄
鋼
機
械
金
属

／
各
メ
ー
カ
ー
の

年
度
末
の
駆
け
込

み
需
要
が
あ
り
、
七
〇
％
の
稼
働

状
況
。
新
年
度
も
大
き
な
好
転
は

期
待
で
き
ず
、
現
状
維
持
で
推
移

す
る
と
予
測
。
一
部
組
合
員
の
売

上
に
微
減
が
見
ら
れ
、
全
体
に
弱

含
み
。

○
宝
飾
品
／
売
上
高
は
前
年
比
増

で
あ
る
が
、
景
気
回
復
の
動
き
は

見
ら
れ
な
い
。

■
非
製
造
業

○
小
売
業
／
各
食
品
小
売
業
と
も

収
益
が
悪
化
。家
電
業
界
は
、需
要

期
に
も
か
か
わ
ら
ず
四
ヶ
月
ぶ
り

に
前
年
比
減
。
主
力
の
カ
ラ
ー
テ

レ
ビ
、
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
、
電
子
レ

ン
ジ
が
全
て
前
年
割
れ
。自
動
車
は
、

小
型
車
の
販
売
台
数
は
増
加
し
た

が
、売
上
高
は
減
少
、収
益
は
悪
化
。

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
、
三
月
下

旬
か
ら
原
油
価
格
上
昇
の
未
転
嫁

分
の
小
売
価
格
へ
の
転
嫁
を
行
っ

た
が
、さ
ら
に
急
騰
が
続
い
た
た
め
、

四
月
に
は
五
円
程
度
の
価
格
の
値

上
げ
が
必
要
。

○
サ
ー
ビ
ス
業
／
ホ
テ
ル
・

旅
館
は
、
三
月
は
前
年
並

み
で
あ
っ
た
が
、
愛
知
万

博
の
影
響
の
た
め
か
四

月
以
降
の
予
約
件
数
が

減
少
。
甲
府
市
内
の
ホ
テ

ル
は
、日
帰
り
出
張
の
増
加
、

長
期
滞
在
が
ウ
イ
ー
ク

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
等
に

奪
わ
れ
、苦
戦
。組
合
員
間

に
お
い
て
も
、
企
業
間
格

差
が
拡
大
。自
動
車
整
備
は
、

車
検
整
備
需
要
が
前
年

比
〇
・
九
％
減
、平
成
十
六

年
度
累
積
で
一
・
一
％
減
。

各
社
の
収
益
状
況
が
悪

化
し
、
業
界
の
景
況
感
は

悪
化
。

○
建
設
業
／
平
成
十
七

年
度
の
山
梨
県
公
共
工

事
設
計
労
務
単
価
が
八

年
連
続
前
年
割
れ
で
、
前

年
比
一
・
八
％
減
。公
共
工

事
予
算
も
前
年
比
三
〜
四
％
減
と

な
っ
て
お
り
、
建
設
業
界
は
今
年

も
厳
し
い
状
況
が
続
く
と
予
測
。

民
間
工
事
は
、秋
頃
ま
で
は
、大
型

マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
・
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
の
物
件
が
続
く
見
込
み
で
あ

る
が
、
受
注
競
争
に
よ
り
工
事
単

価
が
年
々
低
下
し
、
県
内
業
者
で

は
採
算
割
れ
で
受
注
で
き
な
い
状

況
。鉄
鋼
工
事
は
、原
油
高
等
の
影

響
で
鋼
材
価
格
の
高
騰
が
続
い
て

お
り
、鋼
材
価
格
の
高
騰
が
、資
金

繰
り
を
ま
す
ま
す
圧
迫
し
て
い
る

が
、
金
融
機
関
が
運
転
資
金
を
融

通
す
る
よ
う
な
状
況
に
な
い
。

○
運
輸
業
／
タ
ク
シ
ー
業
界
全
体

の
景
況
は
良
く
な
い
が
、
三
月
は

異
動
の
時
期
で
あ
り
五
・
七
％
の

売
上
増
。軽
貨
物
は
、月
後
半
は
異

動
に
伴
う
引
っ
越
し
依
頼
が
増
加

し
、断
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、ス
ポ

ッ
ト
配
送
は
前
年
比
微
減
。
ト
ラ

ッ
ク
輸
送
は
、
売
上
高
は
前
年
並

み
で
あ
る
が
、
荷
動
き
が
若
干
減

少
傾
向
に
転
じ
た
。
企
業
間
格
差

が
拡
大
し
、
保
有
台
数
の
多
少
に

よ
り
景
況
感
に
格
差
。
受
注
量
の

減
少
と
運
賃
の
低
迷
、環
境
・
事
故

防
止
対
策
費
、
燃
料
費
な
ど
の
経

費
負
担
増
が
、収
益
を
圧
迫
し
、事

業
休
止
、廃
業
が
増
加
。

●金融庁・預金保険機構

詳細につきましては金融機関窓口にお問い合わせ下さい。

預金等保護の姿

昭
和
62
和

年
に
建
設
さ
れ
た
鉄
構
会
館

62
年


